
は
が
き

は
が
き

は
が
き

は
が
き
新
聞
新
聞
新
聞
新
聞

【【【【
五
月
五
月
五
月
五
月
のののの
主主主主
なななな
行
事
予
定

行
事
予
定

行
事
予
定

行
事
予
定
】】】】

鹿
北
中
学
校
で
は
、「
は
が
き
新

◆
一
日
（
木
）

学
校
と
し

聞
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

あ
い
さ
つ
運
動

て
の
説
明
責

年
度
の
第
一
回
が
、
二
十
二
日

◆
八
日
（
木
）

任

を

果

た

（
月
）
に
あ
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ

生
徒
総
会

し
、
地
域
の

は
、「
自
己
紹
介
」
で
す
。
一
年
生

◆
九
日
（
金
）

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ

方
々
の
信
頼

は
、
体
験
入
学
に
引
き
続
き
二
回

教
育
会
総
会

と
が
望
ま
し
い
知
識
・
技
能
な
ど
を

に
応
え
ら
れ

目
で
し
た
が
、
工
夫
し
て
書
い
て

（
午
前
中
授
業
）

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
少
し
ご

中
心
と
し
た
問
題
が
出
題
さ
れ
ま

る
開
か
れ
た

い
ま
し
た
。
何
人
か
の
作
品
は
、

◆
十
一
日
（
日
）

説
明
し
ま
す
。

す
。
ま
た
、
Ｂ
問
題
は
知
識
・
技
能

学
校
づ
く
り

鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー
に
も
掲
示
す

Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕

◇
実
施
目
的

等
を
実
生
活
の
様
々
な
場
面
に
活

を
進
め
て
い

る
予
定
で
す
。

作
業
（
岩
野
）

①
義
務
教
育
の
機
会
均
等
と
そ

用
す
る
力
や
様
々
な
課
題
解
決
の

く
た
め
に
、
ま
た
、
生
徒
の
健
や

鯉鯉鯉鯉

の

ぼ

り

の

ぼ

り

の

ぼ

り

の

ぼ

り

◆
十
二
日
（
月
）

の
水
準
の
維
持
向
上
の
観
点
か

た
め
の
構
想
を
立
て
実
践
し
評
価
・

か
な
成
長
を
図
っ
て
い
く
た
め
に

出
現
出
現
出
現
出
現
！！！！

振
替
休
業
日

ら
、
全
国
的
な
児
童
生
徒
の
学

改
善
す
る
力
な
ど
に
関
わ
る
内
容

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
協
力
す
る

鹿
北
中
学

◆
十
六
日
（
金
）

力
や
学
習
状
況
を
把
握
・
分
析

を
中
心
と
し
た
問
題
で
す
。さ
ら
に

一
つ
の
組
織
と
し
て
学
校
評
議
員

校
で
は
、
毎
年

体
育
大
会
予
行

し
、
教
育
施
策
の
成
果
と
課
題

質
問
紙
調
査
で
は
、学
習
意
欲
や
学

会
や
学
校
関
係
者
評
価
委
員
会
を

こ
の
時
期
に

◆
十
七
日
（
土
）

を
検
証
し
そ
の
改
善
を
図
る
。

習
方
法
、
学
習
環
境
、
生
活
の
諸
側

学
校
に
置
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

な
る
と
、
元
気

体
育
大
会
準
備

②
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
へ

面
等
に
関
す
る
内
容
を
質
問
し
て

す
。

に
鯉
の
ぼ
り

◆
十
八
日
（
日
）

の
教
育
指
導
の
充
実
や
学
習
状

あ
り
ま
す
。

本
年
度
の
学
校
評
議
員
さ
ん
と

が
泳
い
で
い
ま
す
。
、

鯉
に
子
ど

体
育
大
会

況
の
改
善
に
役
立
て
る
。

新
聞
等
で
も
話
題
に
な
り
ま
す

評
価
委
員
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た

も
た
ち
の
姿
を
重
ね
、
鹿
北
の
清

◆
十
九
日
（
月
）

③
教
育
に
関
す
る
継
続
的
な
検

の
で
関
心
を
も
っ
て
み
て
は
い
か

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

流
を
元
気
に
泳
い
で
ほ
し
い
と
い

振
替
休
業
日

証
改
善
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る

が
で
し
ょ
う
か
。全
国
一
斉
に
調
査

◇
学
校
評
議
員
（
４
人
）

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
二
十
八
日
（
水
）

◇
調
査
対
象

が
行
わ
れ
る
わ
け
で
す
が
、本
校
の

池
部
哲
博

元
鹿
北
中
校
長

１
年
授
業
参
観

国
・
公
・
私
立
学
校
の
小
学
校

生
徒
も
こ
れ
ま
で
の
学
習
や
経
験

立
山
憲
介

元
鹿
北
支
所
長

大
型
連
休

大
型
連
休

大
型
連
休

大
型
連
休
ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト

六
年
生
、
中
学
校
三
年
生

を
い
か
し
な
が
ら
真
剣
に
取
り
組

陶
山
え
つ
子

ゆ
～
か
む
館
長

①
規
則
正
し
い
生
活
②
事

◇
調
査
内
容

み
ま
し
た
。

鬼
塚
知
宏

社
協
鹿
北
主
任

故
防
止
の
徹
底
③
計
画
的
な

①
国
語
、
算
数
・
数
学
の
調
査

結
果
は

◇
評
価
委
員
（
７
人
）

学
習
の
指
導
を
し
て
い
ま

②
生
活
習
慣
や
学
習
環
境
等
に

後
日
わ
か

学
校
評
議
員
さ
ん
４
人
と
次
の
方

す
。
自
転
車
に
乗
る
際
は
ヘ

関
す
る
質
問
紙
調
査

り

ま

す

々
で
す
。

ル
メ
ッ
ト
・
た
す
き
の
着

◇
本
年
度
実
施
日

が
、
そ
の

早
田
順
一

前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

用
、
午
後
五
時
ま
で
の
帰
宅

四
月
二
十
二
日
（
火
）

結
果
を
受

北
原
チ
ヅ

市
職
員

を
お
願
い
し
ま
す
。

教
科
に
関
す
る
調
査
に
は
、
Ａ

け
止
め
改

川
野
富
士
夫

鹿
北
小
校
長

おおおお
知知知知
ら
せ
ら
せ
ら
せ
ら
せ

問
題
と
Ｂ
問
題
が
あ
り
ま
す
。
Ａ

善
す
べ
き

み
な
さ
ん
、
一
年
間
よ
ろ
し
く

少
な
い
人
数
で
す
が
、
ど
の
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
随
時
更

問
題
は
、
身
に
付
け
て
お
か
な
け

は
し
っ
か

お
願
い
し
ま
す
。
学
校
に
直
接
言

も
練
習
に
励
み
、
い
ろ
い
ろ
な
大

新
し
て
い
ま
す
。
学
校
の
様

れ
ば
後
の
学
年
等
の
学
習
内
容
に

り
改
善
し

え
な
い
お
気
づ
き
等
が
あ
り
ま
し

会
で
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
ま

子
が
よ
く
分
か
り
ま
す
の

影
響
を
及
ぼ
す
内
容
や
、
実
生
活

て
い
き
ま

た
ら
評
議
員
さ
ん
や
評
価
委
員
さ

す
。
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
り
常
に
活

す
。

ん
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

ま
す
。

毎月１５日は「学校へ行こう会」です。どうぞお気軽においで下さい。

ゆ
め
ー
る
・か
ほ
く
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